
上 田 良 平 （うえ だ  りょうへ い ） １８６１－ １９５１ 

県 議 会 議 員 。自 由 民 権 運 動 家 。３０年 に わ た り上 杉 村 長 を 務 め た 。 

 自 由 民 権 運 動 に 身 を 投 じて  

 上 田 良 平 は 1861 年 （文 久 元 年 ）、井 ノ口 村 （現 ・三 和 区

井 ノ口 ）の 肝 煎 (き もい り＝ 庄 屋 ）の 家 に 生 ま れ ま した 。明

治 維 新 の 激 動 は 、良 平 に も国 の 政 治 や 人 々 の 生 活 に つ

い て 深 く考 え る 機 会 を 与 え た と考 え られ ま す 。青 年 期 の

良 平 は 演 説 会 な ど に た び た び 出 席 し、次 第 に 自 由 民 権

運 動 に 引 き 込 ま れ て い った の で す 。 

 1880 年 （明 治 13 年 ）、鈴 木 昌 司 (す ず き しょうじ)らが 鳴

鶴 社 (め い か くしゃ )を 結 成 す る とこれ に 参 加 、さらに 頸 城

自 由 党 に 名 を 連 ね 、運 動 に 若 い 血 潮 を た ぎ ら せ て い ま し

た 。 

 1883 年 （明 治 16）に 、頸 城 自 由 党 員 弾 圧 の た め に 警 察 主 導 で 発 生 した 高 田 事 件 で

は 、良 平 も拘 留 され て い ま す 。37 名 とい う大 人 数 を 一 度 に 拘 留 した た め 留 置 所 の 部

屋 が 足 りず 、当 時 高 田 に あ った 大 漁 座 (た い りょうざ )とい う劇 場 を 臨 時 に 留 置 所 に 改

装 して 、自 由 党 員 を 拘 留 しま した 。留 置 所 か ら出 て 移 動 す る 際 に は 腰 縄 を か け られ 、

黒 い 覆 面 を か ぶ せ られ る とい う屈 辱 を 味 わ った の で す 。 

 良 平 に とって 生 涯 忘 れ え ぬ 事 件 とな りま した 。 

上 杉 村 長 ・県 会 議 員 時 代  

 1889 年 （明 治 22 年 ）、上 杉 村 （現 ・三 和 区 の 一 部 ）村 会 議 員 に 当 選 、同 じ年 に は 上

杉 村 長 とな りま した 。ま だ 27 歳 で の ことで す 。良 平 は この 後 30 年 に もわ た って 、上 杉

村 の 村 長 を 務 め る ことに な りま す 。道 路 や 用 水 の 整 備 、教 育 の 普 及 な ど 、さま ざ ま な

分 野 に お い て 力 を 尽 くし実 績 を あ げ ま した 。 

 ま た 、上 杉 村 長 を 務 め な が ら県 会 議 員 も務 め て い ま す 。良 平 は 立 憲 政 友 会 (りっけ

ん せ い ゆ うか い )新 潟 支 部 を 結 成 、県 会 議 長 に も選 ば れ て 、県 政 に お い て も大 い に 活

躍 した の で した 。 

高 田 事 件 記 念 碑 の 建 立  

  高 田 の 西 に 日 本 ス キ ー 発 祥 の 地 として 知 られ る 金

谷 山 が あ りま す 。ここは か つ て 頸 城 自 由 党 の 大 運 動 会



が 開 催 され る な ど 自 由 民 権 運 動 とも縁 が 深 い 場 所 で した 。良 平 は 1937 年 （昭 和 12

年 ）この 地 に 高 田 事 件 記 念 碑 を 建 て ま した 。生 存 す る 事 件 関 係 者 が 少 な くな り、事 件

を 風 化 させ て は な らな い とい う気 持 ち が あ った の で しょう。 

1951 年 （昭 和 26）、高 田 事 件 を 語 り伝 え た 良 平 は 、90 歳 の 長 寿 を ま っとうして 自 宅 で

静 か に 息 を 引 き 取 りま した 。 

 


